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姉妹都市中学生交換交流事業２０１７ ～オークリッジ派遣～ 

多文化共生セミナー ～カレーで華麗の国・インド編、太平洋の楽園・パラオ編～ 

ひまわりフェスティバル 2017 

８月１９日（土）～８月２９日（火）の１１日間、市内学園中学生

１０人が国際親善姉妹都市であるテネシー州オークリッジ市を訪問し

ました。 

那珂市中学生１０人がホームステイしたのは、７月に来市したオー

クリッジ市の中学生の家庭です。那珂市でホストファミリーとして受

け入れた中学生の家庭に、今度は那珂市の中学生がゲストとなってホ

ームステイしました。参加した中学生たちは、那珂市とオークリッジ

市の両市でホームステイをとおして、アメリカの生活や文化を体験す

るとともにホストファミリーと交流を深めました。 

本事業は、より多くの中学生が参加できるよう、今年度から申込み

対象を７年生～９年生（中学１年～３年）とし、実施しています。 

 ８月２６日（土）、ひまわりフェスティバルにおいて、

フェアトレードについて知っていただく機会の提供と、フ

ェアトレード品の販売を行いました。 

 フェアトレードとは、直訳すると「フェア(fair)なトレ

ード(trade)」、「公平な貿易」で、 途上国の原料や製品

を適正な価格で継続的に購入することを通じ、立場の弱い

途上国の生産者や労働者の生活改善と自立を目指す運動

のことです。 

那珂市国際交流協会では、この「フェアトレード」につ

いてより多くの方々に知っていただき、そして商品を“買

う”ことで国際支援につなげるフェアトレード活動に取り

組んでいます。 

１０月２１日（土）、 トゥサロ・

ランジャン・パタナックさんと克美夫

人にインドについてご紹介いただき

ました。「インドと言えば…」のカレ

ーのあれこれやインド式算数などの

お話しをとおして、４４人の参加者が

魅力溢れるインドについて理解を深

めました。 

 
  

１２月１６日（土）、太平洋の楽園ともよばれるパラオ編を

開催し、市民４６人が参加しました。研修生として常陸大宮市

で活動をしているパラオ人研修生ジェニー・オテイさん、ケネ

リー・レケメルさん、アスティン・ニラケドさんの３人を講師

にお迎えし、パラオの魅力や文化、日本とパラオの繋がりなど

についてご紹介いただきました。また、日本での生活、茨城県

に対する印象の紹介や、パラオ国歌の生歌披露も行われまし

た。 

 

太平洋の楽園ともよばれるパラオ共和国について紹介して

いただきました。日本とのつながりが多く残るパラオの言葉や

料理の紹介や、美しいなどをとおして参加した４６人がまし

た。 

 

 

ジェニー オテイさん    ケネリー レケメルさん   アスティン ニラケドさん トゥサロさん     克美さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

**那珂市国際交流協会では、会員及びサポート委員を随時募集しています。年会費：2,000円（個人）、10,000円（団体）**  

国際交流のつどい～日本文化探訪・世界遺産、富岡製糸場～ 

日本語ボランティア養成講座～初級～ 

発行/那珂市国際交流協会事務局  那珂市福田１８１９－５ 那珂市役所 市民生活部 市民協働課内 
 TEL：029-298-1111（内線 263）  FAX：029-352-1021   E-mail : shimin-k@city.naka.lg.jp 

  ホームページ：http://www.ieanaka.jp/    Facebook も随時更新中です。             

日本語を母語としない人へ日本語を教える活動を行

う日本語ボランティアを養成するため、日本語ボラン

ティア養成講座（初級）を開講しました（９月３０日

（土）～１２月２３日（土）、全１０回）。参加した２

７人の受講生は、県日本語教育アドバイザーの小林か

おり先生のご指導のもと、日本語ボランティアに必要

な日本語の基礎や指導方法等についての学習に取り組

みました。 

那珂市に在住する外国人は約２００人。「なか日本語

くらぶ」が、週３回（月、水、日曜日）に日本語教室

を開催しており、創立２０周年を迎えたなか日本語く

らぶが行う日本語教室には、市内外から多くの外国人

が訪れ、日本語を学習しています。 

 

前列中央が小林かおり先生（１２月２３日閉講式にて） 

 １２月１０日（日）、会員と外国人との親睦を図り、

相互の文化に対する理解を深める「国際交流のつどい日

本文化探訪」のバスツアーを実施しました。今回は、平

成２６年に世界遺産の登録を受けた富岡製糸場を訪問

しました。参加した外国人１８人を含む４８人は、明治

５年に建造された木骨レンガ造や国宝に指定されてい

る繭倉庫など、歴史的価値が高い建造物の見学をとおし

て、日本文化への理解を深めました。その後、こんにゃ

くづくしの食べ放題バイキングが人気のこんにゃくパ

ークや、佐野アウトレットでの買い物を楽しみました。 

小中学校で母国紹介～小中学校等国際理解支援事業～ 

↑（上から）中村チェリルさ
ん、小澤チャリスマさん 
【10/27 第二中学校】 

 
←（左から）トム・ギブさん、
中野スパニーさん、髙岡
麗さん、小澤チャリスマ
さん 
【11/24 五台小学校】 

外国の言葉や文化に触れる機会の提供と、国際的理解や関心を深めるた

め、市内小中学校に外国人講師を派遣しました。 

１０月２７日（金）、中村チェリルさんと小澤チャリスマさんが青遙学園

那珂二中において、フィリピンの文化や生活習慣などについて英語で紹介

し、９年生６１人が国際理解を深めるとともに、実践的な英語学習に取り

組みました。 

１１月２４日（金）、ばら野学園五台小学校では、６年生を対象に、トム・

ギブさん（イギリス）、中野スパニーさん（タイ）、髙岡麗さん（中国）、小

澤チャリスマさん（フィリピン）がそれぞれの出身国について紹介し、６

年生６９人が講師との交流をとおして、イギリス、タイ、中国、フィリピ

ンの文化や生活習慣について学びました。 

 


